大阪市 (おおさかし)地域 (ちいき)公共 (こうきょう)人材 (じんざい)を　使 (つか)う　方法 (ほうほう)

大阪市 (おおさかし)地域 (ちいき)公共 (こうきょう)人材 (じんざい)の　説明 (せつめい)
・大阪市 (おおさかし)の　地域 (ちいき)の　ためになる　活動 (かつどう)を　している　集団 (しゅうだん)を　助 (たす)けてくれる　人 (ひと)たち。　
・ある事 (こと)に　詳 (くわ)しい　知識 (ちしき)を　教 (おし)えて　くれる　人 (ひと)たち。
・集団 (しゅうだん)の　意見 (いけん)を　まとめることが　できる　人 (ひと)たち。


大阪市 (おおさかし)の　地域 (ちいき)の　ためになる　活動 (かつどう)を　している　集団 (しゅうだん)が、　やりたいことや　
困 (こま)っていることが　ある時 (とき)、　申込 (もうしこみ)をすると、　大阪市地域公共人材 (おおさかしちいきこうきょうじんざい)が　助 (たす)けに　
来 (き)てくれます。
（やりたいことや　困 (こま)っていることを　かわりに　してくれるのではなく、　やり方 (かた)を　教 (おし)えて
　くれます。）


１．大阪市 (おおさかし)地域 (ちいき)公共 (こうきょう)人材 (じんざい)を　使 (つか)うことが　できる人 (ひと)は、　次 (つぎ)の　（1）から（3）に　あてはまる　
集団 (しゅうだん)　です。
　（1）大阪市 (おおさかし)の　中 (なか)で　みんなの　ためになる　活動 (かつどう)を　している
　（2）活動 (かつどう)を　する　場所 (ばしょ)が　大阪市 (おおさかし)の　中 (なか)
　（3）地域 (ちいき)公共 (こうきょう)人材 (じんざい)が　来 (き)た日 (ひ)、　場所 (ばしょ)、　集団 (しゅうだん)の　名前 (なまえ)を　みんなに　知 (し)らせても　いい

 ２．大阪市 (おおさかし)地域 (ちいき)公共 (こうきょう)人材 (じんざい)を　使 (つか)うことが　できるのは、　自分 (じぶん)たちの　している　活動 (かつどう)を　
もっと　生 (い)き生 (い)きと　元気 (げんき)に　するための、　次 (つぎ)の　（1）から（3）の　活動 (かつどう)です。
　（1）他 (ほか)の　集団 (しゅうだん)と　一緒 (いっしょ)に　活動 (かつどう)する　ための　計画 (けいかく)を　たてる　会議 (かいぎ)
　（2）集団 (しゅうだん)に　入って (はいって)いない　人 (ひと)も　一緒 (いっしょ)に、　ものごとを　決 (き)める　会議 (かいぎ)
　（3）みんなの　ためになる　活動 (かつどう)の　勉強会 (べんきょうかい) 


３．大阪市地域公共人材 (おおさかしちいきこうきょうじんざい)の人 (ひと)に　支 (し)払 (はら)う　お金 (かね)は　いりません。
４．申込 (もうしこみ)の　しかた
　・地域 (ちいき)公共 (こうきょう)人材 (じんざい)派遣 (はけん)申込書 (もうしこみしょ)　（申 (もう)し込 (こ)む　ための　紙 (かみ)）　を　書 (か)いて　活動 (かつどう)している
ところの　区 (く)役所 (やくしょ)に　出 (だ)してください。
　・申込 (もうしこみ)を　しても　大阪市 (おおさかし)地域 (ちいき)公共 (こうきょう)人材 (じんざい)を　使 (つか)えない　かもしれません。
まずは　活動 (かつどう)している　ところの　区 (く)役所 (やくしょ)に　聞 (き)いて　ください。
　・わからない　ことは　次 (つぎ)のところに　電話 (でんわ)して　聞 (き)いて　ください。
　　大阪市 (おおさかし)市民局 (しみんきょく)区政 (くせい)支援室 (しえんしつ)地域力 (ちいきりょく)担当 (たんとう)地域 (ちいき)支援 (しえん)グループ (ぐるーぷ)
　　電話番号 (でんわばんごう)　０６－６２０８－７３４４
